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☆新着図書案内　今回は6月に図書館に入った本から紹介しています。

分類
番号 書名 著者名 出版社

092 出雲神楽　島根県古代出雲歴史博物館企画展
島根県古代出雲歴史博
物館

島根県古代出雲歴史博物館

146 なんでも見つかる夜に、こころだけが見つからない 東畑/開人∥著 新潮社

148 図解眠れなくなるほど面白いヤバい風水 愛新覚羅/ゆうはん∥著 日本文芸社

159
あなたが未来に選択肢を残すための「よりよい」生き
方

美達/大和∥著 ＷＡＶＥ出版

292 ＪＫ、インドで常識ぶっ壊される 熊谷/はるか∥著 河出書房新社

334 未来の年表　業界大変化　瀬戸際の日本で起きること 河合/雅司∥著 講談社

334 日本に住んでる世界のひと 金井/真紀∥文・絵 大和書房

378 手話通訳者になろう 木村/晴美∥著 白水社

403 理科年表　第96冊（令和5年） 国立天文台∥編 丸善出版

471 植物たちの静かな戦い　化学物質があやつる生存競争 藤井/義晴∥著 化学同人

491
睡眠の科学知識　眠りの科学で、最高のパフォーマン
スを手に入れる

ニュートンプレス

543 トコトンやさしい環境発電の本 山崎/耕造∥著 日刊工業新聞社

596
発酵食品でつくるシンプル養生レシピ　江戸の料理本
に学ぶ

車/浮代∥著 東京書籍

611 食べる経済学 下川/哲∥著 大和書房

653
農家が教える竹やぶ減らし　かしこく切って、じゃん
じゃん活用

農山漁村文化協会∥編 農山漁村文化協会

726 はかれないものをはかる 工藤/あゆみ∥著 青幻舎

804 フリースタイル言語学 川原/繁人∥著 大和書房

910
古典を読んだら、悩みが消えた。世の中になじめない
人に贈るあたらしい古典案内

安田/登∥著 大和書房

911 あの人と短歌 穂村/弘∥著 ＮＨＫ出版

913 植物少女 朝比奈/秋∥著 朝日新聞出版

913 月と話す 東/真直∥著 東仁社

913 マイ・リトル・ヒーロー 冲方/丁∥著 文藝春秋

913 鈍色幻視行 恩田/陸∥著 集英社

913 27000冊ガーデン 大崎/梢∥著 双葉社

913
たとえ祈りが届かなくても君に伝えたいことがあるん
だ

汐見/夏衛∥著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

913 ここでは誰もが嘘をつく 嶋中/潤∥著 講談社

913 水車小屋のネネ 津村/記久子∥著 毎日新聞出版

949 華麗な復讐株式会社 ヨナス・ヨナソン∥著 西村書店

　　☆　図書館発行の新着図書案内です。定期的に図書館に入った本をお知らせします。

☆図書館の蔵書検索はパソコンを使うと便利です。図書館入ってまっすぐ窓の方へ。



＊新着図書より

＊展示企画のお知らせ

＊図書館からみなさんに大切なお知らせ

＊「夏休み貸出」はじまりました。
　長期休業中は図書館が閉館するため、「夏休み貸出」として、いつもより
　長く本を借りることができます。
　本の返却日は、８月１７日（木）：２学期の始業式の日。
　借りることができる冊数は無制限とします。
　この機会に、読みたかった本に挑戦してみてはいかがでしょうか。

＊返却日を過ぎた本を持っていませんか？
　借りたままになっている本、図書館へ返却しに行くのが億劫になってしまって
　いる本ありませんか。次に読みたい人が待っているかもしれません。
　期限を守って返却してください。２学期には督促状を発行する予定です。
　本を持っている人は、督促状が届く前に返してしまいましょう。

『食べる経済学』　下川哲∥著

　「食べる」という限りなく身近な行為と、人口増加、貧困、格差、都市化、
　気候変動、SDGsといった地球規模の課題は、じつは密接につながっています。
　私たちの普段の食事が、地球全体とその未来にどんな影響を与えているのか、
　経済学の枠組みを使って、分かりやすく解説します！

『なんでも見つかる夜に、こころだけが見つからない』　東畑開人∥著

　シンプル礼賛の時代に、シンプルになれないこころで生きる全ての人へ。
　どこでも、誰とでもつながれる時代。なのに、どうしようもなく「ひとり
　ぼっち」だと感じるのはなぜ？　検索すれば、わかりやすい「答え」があり
　あまる時代。なのに、自分のこころがわからなくなるのはどうして？
　紀伊國屋じんぶん大賞受賞の臨床心理士が読者との〈夜の航海〉を通じて
　描く、新感覚の「読むセラピー」。

『ここでは誰もが嘘をつく』　嶋中潤∥著

　函館にある医療刑務所分院に努める勤める金子由衣（かねこゆい）は、
　2年目の矯正医官。医療刑務所では、患者である受刑者の平均年齢も高く、
　凶悪な罪を犯した者も基礎疾患などを抱え医師の助けを必要としている。
　一方で不調を訴え刑務作業逃れをしようとする者も多い。受刑者の過去の罪
　と患者としての現在の状況を毎日のように目の当たりにし、贖罪とは何かを
　考える由衣だったが、当直の晩、糖尿病を患っていた前科四犯の受刑者が
　亡くなった。これは医療事故か、あるいは殺人事件なのかーー。

　　「七夕かざり」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書館入口と図書館前渡り廊下に笹を設置しています。
　　　　　　　　願い事がある人は書いておこう。
　　　　　　　（紙とペンは用意してあります）

こんな本

あります！


